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　もともとはアートに対してハードルを感
じていましたが、まちなかに滞在していた
アーティストと一緒に食事をとるなど交遊
したことで、彼らの表現を知って、面白いと
感じるようになりました。世界中から集まっ
たアーティストが前橋に滞在したことで生
まれたものたち。アートを近くに感じられる
きっかけになるかもしれません。

もう一つのアーツ前橋開館５周年記念企画展

「つまずく石の縁
  地域に生まれるアートの現場」
　美術館がまちなかに飛び出します

萩
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郎
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０
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１

　萩原朔太郎は私に詩の怖さと深さを教えてくれ
た詩人で、詩の書き始めから今日まで何度も立ち返
り読んで来ました。この度、萩原朔太郎賞を受賞で
きますことは、この上もない喜びです。

中本道代さんのプロフィール
１９４９（昭和２４）年１１月１５日広島県生まれ。京都大卒。
詩人。詩集に『春の空き家』、『春分 vernal equinox』、

『黄道と蛹』など。

中本道代

　萩原朔太郎がこよなく愛したマンドリンに
ちなみ「マンドリンのまち前橋〜朔太郎音楽
祭２０１８」を開催します。

問 前橋文学館 ☎０２７‐２３５‐８０１１

マンドリンの音色響かせます
朔太郎音楽祭で癒やされて

　
ア
ー
ツ
前
橋
の
も
う
一
つ
の
５
周
年

記
念
企
画
展
を
、
前
橋
中
心
商
店
街
協

同
組
合
と
協
力
し
て
ま
ち
な
か
を
舞
台

に
開
催
し
ま
す
。

　
ア
ー
ツ
前
橋
で
は
開
館
以
前
か
ら
国

内
外
の
作
家
を
招
い
て
、ま
ち
な
か
で
の

滞
在
制
作
事
業
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　
本
展
は
、
過
去
に
滞
在
制
作
を
行
っ

た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
中
か
ら
10
組
が
、

生
活
拠
点
と
な
っ
た
商
店
街
の
店
舗
な

ど
８
つ
の
会
場
を
使
っ
て
作
品
を
展

示
。
会
場
に
入
場
す
る
た
め
の
パ
ス

ポ
ー
ト
に
な
る
本
を
販
売
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
事
業
は
宝
く
じ
の
助
成
金

（
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
）に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

費
用
＝
６
０
０
円
（
パ
ス
ポ
ー
ト
代
）

日
時
＝
10
月
12
日
㈮
〜
11
月
４
日
㈰
の

金
土
日
曜
、
11
時
〜
18
時

関
連
イ
ベ
ン
ト

● 

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク

　
ヘ
ヴ
ン
・
ベ
ク
、
イ
ル
ワ
ン
・
ア
ー
メ
ッ

ト
＆
テ
ィ
タ
・
サ
リ
ナ
、
萩
原
留
美
子
な

ど
の
、
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
10
月
12
日
㈮
16
時
〜
18
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
40
人

● 

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

　
ま
ち
を
よ
く
知
る
ゲ
ス
ト
と
共
に
ま
ち

歩
き
を
し
な
が
ら
、
ア
ー
ツ
前
橋
学
芸
員

が
作
品
を
解
説
し
ま
す
。
参
加
に
は
パ
ス

ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

日
時
＝
10
月
20
日
㈯
・
28
日
㈰
、
13
時
〜

14
時

講
師
＝
〈
20
日
〉
前
橋
工
科
大
講
師
・
臼

井
敬
太
郎
〈
28
日
〉
建
築
家
・
橋
本
薫

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
０
０
人

● 

梅
沢
英
樹
ラ
イ
ブ

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
音
楽
家
と
し
て
も
活

動
す
る
、
梅
沢
英
樹
と
上
村
洋
一
に
よ
る

ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
11
月
４
日
㈰
13
時
〜
14
時

会
場
＝
オ
リ
オ
ン
通
り

対
象
＝
一
般
、
先
着
40
人

申
し
込
み
＝
以
上
の
３
つ
は
ア
ー
ツ
前
橋

☎
０
２
７
‐
２
３
０
‐
１
１
４
４
へ

　
第
26
回
萩
原
朔
太
郎
賞
は
、
最
終
候

補
作
品
６
点
の
中
か
ら
、
中
本
道
代
さ

ん
の
詩
集
『
接せ
っ

吻ぷ
ん

』（
思
潮
社
）
に
決

ま
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
最
終
候
補（
刊
行
順
）＝『
数

と
夕
方
』
管
啓
次
郎
さ
ん
（
左
右
社
）、

『
魔
笛
』広
瀬
大
志
さ
ん（
思
潮
社
）、『
く

り
か
え
し
あ
ら
わ
れ
る
火
』
西
元
直
子

さ
ん
（
書し
ょ
肆し

山
田
）、『
ナ
ウ
シ
カ
ア
の

花
の
色
と
、
〇ゼ
ロ
ナ
ナ
七
年
の
風
の
束
』
中
尾

太
一
さ
ん
（
書
肆 

子
午
線
）、『
軸
足

を
ず
ら
す
』
和
田
ま
さ
子
さ
ん
（
思
潮

社
）

● 

贈
呈
式
・
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
賞
の
贈
呈
や
選
考
経
過
の
説
明
、
受

賞
者
の
中
本
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
な

ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
10
月
27
日
㈯
13
時
30
分

会
場
＝
前
橋
文
学
館

対
象
＝
一
般
、
先
着
80
人

申
し
込
み
＝
10
月
６
日
㈯
か
ら
同
館
へ

● 

マ
ン
ド
リ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会

　
青
山
忠
さ
ん
指
揮
の
下
、
２
つ
の
マ

ン
ド
リ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
会
を

開
催
。
本
市
出
身
の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
・

角
田
和
弘
さ
ん
に
よ
る
朔
太
郎
の
詩「
旅

上
」
の
独
唱
、
文
学
館
長
の
萩
原
朔
美

や
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
に
よ

る
ポ
エ
ム
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
も
行
い
ま
す
。

日
時
＝
10
月
14
日
㈰
14
時
30
分

会
場
＝
昌
賢
学
園
ま
え
ば
し
ホ
ー
ル

申
し
込
み
＝
当
日
会
場
へ
直
接

● 

前
橋
原
風
景
写
真
展

　
写
真
家
の
井
上
道
男
が
撮
影
し
た
昭

和
30
年
代
の
前
橋
を
パ
ネ
ル
で
展
示
し

ま
す
。

日
時
＝
10
月
11
日
㈭
〜
14
日
㈰
、
10
時

〜
17
時

会
場
＝
昌
賢
学
園
ま
え
ば
し
ホ
ー
ル

※今号から24時間表記に変わります。
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